
点野野草地区における活動

淀川管内河川レンジャーアドバイザー

上田 豪

１．淀川の歴史と自然 見学学習会

・茨田(まった)樋門跡

・点野(しめの)舟着き場

・点野わんど/砂州

点野船着場
３０石舟・外輪船など舟運 と 防災活用の説明

茨田樋跡
利水・堤防移設・地域の生活等の説明

ポイント４． 点野わんど 手前はウォーターレタス

百聞は一見にしかず
点野わんどその１ ・植物・魚など自然と外来種等の説明
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点野わんどその２ ・わんどの成り立ちと淀川の変遷の説明
摂南大学澤井先生

点野付近淀川の新旧の写真による変遷の説明
水制・わんど・改修工事

３０石船 と くらわんか舟

淀川を行く外輪船

出航前・手前は三枚板舟（田舟）
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２．わんど清掃

(含む特定外来植物除去)

・クリーン作戦・外来植物除去

このようなチラシで
参加を呼びかけています

ブラックバス、ブルーギル、ウオー
ターレタスミズヒマワリやナガエツ
ルノゲイトウなど特定外来生物が
多いんです。 なんで？ トホ

ホ！？！

1級河川寝屋川から農業用水

路、そして、とうとう、淀川にまで
手を延ばしてしまいました。
毎週土日は、実は辛いんです。

でも、川のため、がんばりますワ

特定外来種ミズヒマワリ・ナガエツルノゲイトウ

外来種がこんなに繁茂しています
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こんな在来種が生えてきました
市民活動も活発ですが、ごみも強烈です

冷蔵庫はここに捨てられたのではなく、浜に流れ着いたものです

３．子どもが安全に遊び

学べる発信拠点づくり

外来植物除去・ごみ掃除による

砂浜復活・多様な植物群・樹林活用・沈床を明らかに

【ねらい】

セイヨウカラシナは背丈以上になります
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セイヨウカラシナを除去すると、次にはネズミムギが出番です

大鎌は薙刀のようです

重労働ですが、自己決定がやる気を持続させます

堂々たる生えっぷりに昔からそこに在ったような錯覚を覚えます

刈り取る外来種の見分け方の説明

発信拠点づくり・中国人と小さな国際交流

浜に生えていたミズヒマワリ

こんな浜があるんです。昔淀川の水辺は地域ごとに点野浜などと呼ばれていました

冠水の直後、こんな自然のシステムが生態系を育んでいました
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４.「発信拠点」で実施する

淀川まるごと体験会

日常、接することがなくなった「水辺との付き合い」
を、実際に体験・体感してもらう

この緑陰がこども達が淀川で遊び・学ぶ“発信拠点”です

ここで自然・遊び・文化を体感します
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こんな大型バスも・点野わんど

５．市民工事による自然の復元と

地域に埋もれた川の文化の掘り起こし

・茨田樋遺跡水辺公園

46茨田樋遺跡水辺公園

市民工事による 自然の復元と､
地域に埋もれた川の文化の掘起し

市民工事の内訳

• 平成１６年度：ワークショップを５回、復元整備計画案を策定。
• 平成１７年度～１８年度：復元整備工事を施工。

• 残存施設 ： 樋廃止記念石碑、門型分水樋門石組、石積レンガ積流入渠

• 市工事 ： 樋管モニュメント・レンガ舗装・水辺階段、一部護岸補修、
水路敷真砂土舗装・枕木舗装、基盤整形など。

• 市民工事 ： 丸木橋二架、杉丸太半割りベンチ４脚、川石配置、
樋門スライドゲート、木製階段、新たな石積護岸、石張り舗装、
護岸天端石張り、松丸太土留護岸、樹木・水辺の植物植え付
説明看板、銘板、などの作製・設置、

• ※市民の手づくり工事には、市が支給した原材料の他、
淀川三川源流部の桂川（日吉）
宇治川（琵琶湖畔比良山系）
木津川（名張）及び寝屋川源流部で
市民が間伐作業などで材木や川石を調達、し製作・設置しました。

内訳 市４００万（工事、原材料）、市民６００万（スーパー堤防スロープ、階段３０００）

茨田の樋跡

ワークには
・委員、水辺クラブ
・地元住民・子供たち
・河川工学を学ぶ学生も

桂川上流域 日吉から 木津川源流 名張から 宇治川琵琶湖源流から(間伐材)

工事前

第３弾「茨田（まった）の樋遺跡公園」づくり
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市民公共工事（土木作業）

たこ

全体 間知石

高さだし

●真砂土舗装 22.0㎡

●昔の樋モニュメント6.7ｍ

吹出管復元・レンガ護岸工

▲枕木舗装

▲レンガ舗装8.1+7.0

▲天端レンガ張

●芝付工78.0㎡

■木製ベンチ

●高木植栽工

シダレヤナギ1本

■簡易木橋

■嵩上護岸

■木杭

■桟橋

■板柵

■天端石張

■石積護岸

■石張舗装

▲天端石張

■置石・川底整型

■木製階段

■水生植物植栽

■高木植栽

■松丸太柵護岸

■ヘドロ撤去・砂入れ

▲真砂土舗装

▲嵩上護岸

●基面整備工78.0㎡

点野茨田の樋
遺跡水辺公園整備工事
平成19（2007）年3月31日現在

■置石・川底整型

●階段工

150×199 h=120
●緑 市工事（H１７）

■赤 市民工事（H１８）

▲青 市工事（H１８）

凡 例

■樋門落し堰復元

■低木植栽

完成年月日     平成１９年２月２０日（市発注工事） 

平成１９年４月２６日（市民工事） 

整備面積       ５８０㎡ 

 

事業の推進体制   市発注工事および市民工事（市支給原材料および市民調達原材料による工事）で実施 

 

市・発注工事   ３，１６４，７００円 

平成 17 年度市・１期工事（川田建設）１，８１１，２５０円 （平成 18 年 1 月 25 日～平成 18 年 3 月 20 日） 

内訳：レンガ護岸工（樋吹出管復元）、水辺への階段工、真砂土舗装工（1 期）、高木植栽工（1 本） 

平成 18 年度市・2 期工事（川田建設）１，３５３，４５０円 （平成 18 年 10 月 19 日～平成 19 年 2 月 20 日） 

内訳：嵩上げ護岸工、レンガ舗装工、枕木舗装工、真砂土舗装工（２期）、レンガ張工（分水樋天端）、石張工（分水樋天端）、 

市民工事     ６，０４０，０００円 相当 （平成１８年６月～平成１９年４月） 

内訳：丸木橋２架、杉丸太ベンチ４脚製作設置、飛石調達設置、松杭工、樋門昇降堰（スライドゲート）製作設置、木製階段製作設置、自然

石舗装工、護岸工（石積、松丸太）、石張工（護岸天端）、植栽工（低木・高木・水辺の植物）、説明看板、銘板、道案内板の作製・設置

原材料  ● 桂川（日吉）・宇治川（比良山系・志賀）・木津川（名張）の淀川三川源流部及び寝屋川源流部（星田）で、市民自らが間伐作業などを

おこない、材木や川石を調達・運搬し、設備などに加工・製作し設置した施設 

● 市民自らが市内で調達した原材料（間知石・竹など）及び市が支給した原材料（角材・敷石など）を使って加工・設置した施設 

工事の延日数 及び、参加した市民の延人数 ７５日 ５２７人   ※ 「国交省淀川連結スロープ・階段設置工事」関連工事等は継続実施 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

市民が要望し、国交省に整備した隣接する淀川堤防のスロープ・階段工事は約３０００万強？  ※ 全工事に占める市負担１割弱。 

 

 

市 民 施 工 工 事 分 

６，０００，０００円 

 

市 発 注 工 事 

３，２００，０００円 支給原材料 

800,000 円 

市 民 工 事 

５，２００，０００円 

市負担分 ４，０００，０００円 経費節減分 

総 施 工 費 ９，２００，０００円 相当 

茨田樋遺跡水辺公園の整備 川づくりは、川と人とのいい関係の再生から

淀川点野（しめの）茨田（まった）イチョウ祭り

舟くだりも

ありがとうございました
淀川管内河川レンジャーアドバイザー ・ 上田豪
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